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1 はじめ(こ 


「ハードウェアのセットアップ」（ユーヴーブガイド参照）を完了してから 、 Windows Server 2008や 
システ厶のセットアップをします。 


2カスタ厶インス!-ールモデルのセットアップ 


BTO (工場組み込み出荷）で「カスタ厶インス!-ールモデル」を指定して購入された本体のノ\ー ドディ 
スクドライブは、お客様びすぐ I こ使えるよう(こパーティションの設定から、オペレーティングシステ厶、 
本装置び提供するソフトウエアびすべてインス I -ールされています。 


■ セツトアップをは D める前に（購入時のが態について) 


セットアップを始める前(こ次の点(こついて確 i 忍して < ださし、。 

本体のノ\ードウエア構成（ノ\ードディスクドライブのパーティションヴイブち含む）やノ\ードディ 
スクドライブ I こインス I -ールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様 I こよるオーダー 
(BTO (工場組み込み出简 )） によって異なります。 

下図は、ノ\ー ドディスクドライブのパーティション構成(こついて図解しています。 



空きェ UP 


Windows Server 2008 


ノ\ー ドディスクドライブ 


■セツトアップの手順 


次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1- 周辺装置、本体の順に電源を ON (こし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィヴード]画面び表示されます。 

じ(降、画面の指示 I こ従って必要な設定や表示の容をよ <確§忍し、[次へ]をク IJ ックしてセット 
アップを進めて < ださし、。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約）画面では、使用許諾契約の巧容を確 i 忍して<ださし、。 
システ厶び起動します。 
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① [ Windows のセットアッス画面び表示されたら、[次へ]をク U ックする。 


心 y 巧 

Windows のわゥトアゥ了 



hi Windows Server 2008 




■J 


時ま化巧ちのおなの I 曰ホ iS 归ホ） 

J 
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② Windows Server 2008セットアップ完了後、□グスンする前 I こ下の画面び表示されパス 
ワードの変更び要求されたら、 [ OK ] をク IJ ックする。 




ューヴー«§«! 1 にログォシする前。なワードを巧ましなければなりません • 



1 OK 1 キトンセル！ 

ごに 

II n 

Windows Server. 2008 

Standard 



—卜 

も*’ 


Windows Server 2008ではパスワードび下記の条件を満たさない揚合、設定 
することびできません。 

• 大文字-ル文字-数字び混在すること 


また、パスワードは6文字じ(上を推奨します。 
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④じ(下のメッセージび表示されたら、 [0K] をク IJ ックする。 



ノなワードはをき左れました • 


I OK 

r 了!。 L 

命 . WindowsServer7008 


Standard 


◎ □グスン後「初期構成タスク」画面び表示され、ユーヴー情報を設定する。 



2- 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ （6 ページ)」を参照して、 

ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3- オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないちのびある揚合は、ドライバをイン 
スI-ールする。 

4- 「障害処理のためのセツトアップ （1 0ページ)」を参照して障害処理のためのセツトアップを 
する。 


5-出荷時にインスI-ール済みのゾフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス!-ール済みのソフトウェアはお客様び購入時(こ指定したちのびインス!-ールされてし、ま 
す。例として次のようなソフトウェアびあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 
ー エクスプレス通報サービス* 

- Universal RAID Utility * 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒巧可能パッケージ ( x 86) 

(CPU アーキテクチャ(こ関わらず、 ( x 86) を使用します） 


上記のソフトウてアでい」 ED のあるちのは、お客様でご使用Iこなる環境に合ったが態Iこ設定ま 
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たは確認しなければならないソフトウェアを示しています。 

ユーヴーブガイド「ソフトウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境(こ 
合ったが態(こ設定して < ださし、。 

6-システ厶情報のバックアップ （1 7ページ）をとる。 

上でカスタ厶インス I -ールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップや「システ厶のアップデート」を再度実施する際は、 NEC 8 番街 ( http :// nec 8. com ) 
から 「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照してくださし、。 

ダウン□ー ドページから 「 Windows 2008巧麻差分モジュール」をダウン□ードし、「インス!-ール 
補足説明書」を参照の上、インス!-ールを巧って<ださし、。 


デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 


本装置標準の各種ドライバのインス!-ールとセットアップを行います。 

ここで記載されていないドライバのインス!-ールやセツトアップ I こついては、オプション(こ添付の説明 
書を参照して < ださし、。 



「システ厶のアップデート」を再度実施する際は 、 「windows Server 2008巧麻 
差分モジュール」び必要です。 NEC 8番街 ( http :// nec 8. com ) から 「 Express 5800 
Windows Server 2008サポートキット」を参照してくださし、。 

「カスタ厶インス!-ールモデル」購入時は、「システ厶のアツプデート」は実施済 
みです。 


■ LAN ドライバと PROSet のインス!-ール 


LAN ドライバと PROSet はシステ厶のアップデート時(こすべて自動でインス I -ールされます。 


が 


チェック 


ドライバおよび PROSet (こ関する操作は、必ず本体装置(こ接続されたコンソールから 
管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施してください。 OS の U モートデ 
スクトップ機能(こよる IJ モートからの設定変更操作はサポートしておりません。 


〇 N8104-125 を使用する揚合の巧麻 

システ厶のアップデート後に N 81 04-1 25を使用する場合は下記の手順を実施後に、 N 81 04-1 25 
を接続したが態で 「Windows Server 2008巧麻差分モジュール」 I こてシステ厶のアップデー 
卜を実施し、 LAN ドライバと PROSet を適用してくださし、。 

<LAN ドライバと PROSet のアンインスIル手順> 

1. 現在のネットワークアダプタやオプションネットワークボードの設定情報を控える。 

標準装備のネットワークアダプタやオプションネットワークボードでチー厶(ネットワークア 
ダプタの冗長化)を構成している場合はチー厶を削除してください。削除の前 I こは IP アドレス 
などの設定情報を控えておき、再インス I -ール後(こ改めて設定して<ださし、。 

チー厶の削除手順は[■アダプタフスルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□ー ドバランシング 
( ALB ) のセットアッス(こ記述しています。 

2. コント□ールパネルより[プ□グラ厶のアンインス!-ール]をク IJ ックする。 

3. [ Intel ( R ) Network Connections 12.4.38.0] をダブルク U ックする。 

[インテルの）ネットワークコネクション(オプションの削除)]び表示されます。 
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4. [オプションの削除]で削除項目び選択されているのでそのまま悄 U 除]をク U ックする。 
[インテルの）ネットワークコネクション-ソフトウェアの削除]び表示されます。 

5. [はい]を選択する。 

自動でアンインス I -ールび開始されます。 

6. [ Ins ね HShield ウイヴードを完了しました。]と表示されるので院了]をク U ックする。 

7. システ厶を再起動する。 

上で完了です。 


■オプションネットワークボード 


Express 5800 /110 EI ，110 Ri -1, 120 Ei , 120 Gd ，120 Lj の巧麻するオプションネットワークボードは下 
記のとおりです。 

N 81 04-1 25を使用する場合は前項の[〇 N 81 04-1 25を使用する場合の巧麻]の手順 I こ従って設定 
を巧って< ださし、。 

N 81 04-1 25 外のオプションネットワークボードを接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能 
び動作し、ドライバび自動でインス!-ールされます。 

Express 5800/110曰の場合 

[ N 81 04-1 12/119/120/1 21/125] 

Express 5800 /110 Ri -1 の場合 

[ N 81 04-1 09/115/122/1 25] 

Express 5800/1 20 Lj ,120 Ei ,120 Gd の場合 
[ N 81 04-1 12/119/120/1 21/125] 


■ アダプタフスルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□ー ドバランシング 
( ALB ) のセツトアップ 


アダプタフスルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチー厶を作り、使用されているアダプタ 
(こ障害び発生した揚合自動的 I こチー厶巧の他のアダプタ I こ処理を移行させるものです。また、アダ 
プティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチー厶を作り、サーバから送受信パクッ 
卜をチー厶すべてのアダプタから巧うこと(こより、スループットを向上させるちのです。この機能 
は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のヴポート巧象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボードです。 

原 


重要 


• Server Core を使用時、ネットワークアダプタのチー厶化は巧麻しておりま 
せん。 

•「Windows 2008巧麻差分モジュール」 I こて「システ厶のアップデート」を 
実施した場合は、再起動を行った後(こ AFT / ALB のセットアップを行って< 
ださし、。 


<チー厶のセットアップ手順> 

1. コント□ールパネルより[システ厶とメンテブンス]配下の[デバイスマネージャを開く]を 
ク IJ ックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルク IJ ックする。 
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3. [チー厶化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチー厶化する](こチてックを入れ、 
時巧規チー厶]をク IJ ックする。 

4. チー厶の名前を入力後、[次へ]をク IJ ックする。 

5. チー厶(こ含めるアダプタをチエックし、[次へ]をク IJ ックする。 


原 


重要 


6. チー厶タイプの選択で、「アダプタフスルトトレランス」、「アダプティブ□ー ドバランシング」 
のいずれかを選択し、[次へ]をク IJ ックする。 

7. [完了]をク IJ ックする。 

8. [デバイスマネージャ]より、上記の手順で設定したチー厶のアダプタをダブルク IJ ックでプロ 
パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チー厶の編集]をク IJ ックする。 

9. チー厶巧のアダプタ I こ巧しプライマ IJ/ セカンダ IJ 設定を巧う場合、ソ下の操作を行う。 

ープライマ IJ 設定 

プライマ IJ I こ設定するアダプタを選択し、「プライマ IJ の設定」をク IJ ックする。 

ーセカンダ IJ 設定 

セカンダ IJ (こ設定するアダプタを選択し、「セカンダ IJ の設定」をク IJ ックする。 

プライマ IJ/ セカンダ IJ 設定を完了した後、 [OK] をク IJ ックして画面を聞じてくださし、。 
プライマ IJ / セカンダ IJ 設定は下の手順で確認できます。 

1) チー厶のアダプタのプ□パティのじある[設定]タブを表示する。 


ヒン 


2) [チー厶巧のアダプタ]の各アダプタ I こ表示されているプライマ IJ / セカンダ IJ 
を確 in する。 


10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をク IJ ック後、スイッチのテスト画面び表示されたら、 
[テストの実行]をク IJ ックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージび表示されれば、テスト完了です。 

11. システ厶を再起動する。 

ソ上で完了です。 

<チー厶の削除手順> 

1. コント□ールパネルより[システ厶とメンテブンス]配下の[デバイスマネージャを開く]をク 
IJ ックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチー厶のアダプタをダブルク IJ ックする。 



1つのチー厶 I こ含められるアダプタは2つまでです。アダプタを3つ上含めた 
チー厶構成での運用は未ヴポートです。 
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3. [設定]タグを選択して[チー厶の削除]をク U ックする。 

4. [チー厶設定]のポップアップび表示されるので[はしをク IJ ックする。 

5. デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下(こ[チー厶:チー厶名]びないことを確 i 忍する。 

6. システ厶を再起動する。 

上で完了です。 

原 


重要 


• アダプタフスルトトレランス ( AFT ) のチー厶として指定するネットワークアダ 
プタは、同ースイッチングノ\ブ(し2)|こ接続されることを推奨します。異なるス 
イッチングノ\ブ(し2)でち使用できますび、異なるスイッチングノ\ブ(し2)|こ接続 
する場合は、すべて同一 LAN (同ーネットワーク）上 I こを在する必要びある 
ため、カスクード接続(こして<ださし、。 

• アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチングノ\ブ 
( L 2)( このみ接続できます。 

• マヴーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合は、必ず 
チー厶を削除し、交換後(こチー厶を再作成して<ださし、。 


■ ネットワークドライバのセットアップ 


<転送速度の設定> 

転送速度 I こついては下記の手順 I こ従って、ネットワークアダプタへ転送速度と Duplex モードの設定 
をしてください。また、 IP アドレスを設定する際、[インターネットプ□トコル （ TCP / IP )] の 
チェックボックスび外れている場合、チェックを付けてから IP アドレスの設定してくださし、。 

1. コント□ールパネルより[システ厶とメンテブンス]配下の[デバイスマネージャを開く]を 
ク IJ ックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、 [ Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルク U ックする。 

3. [ IJ ンク速度]タブをク IJ ックし、[速度とデュプレックス]をスイッチングノ\ブの設定値と同じ 
値(こ設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をク IJ ックする。 

上で完了です。 


重要 


• Express 5800 /110 EI ，110 Ri -1 での Onboard LAN : Intel ( R ) PRO /1 000 PL 
Network Connection を使用する場合は下記の手順の操作を行ってくださし、。 

1. コント□ールパネルより[システ厶とメンテブンス]配下の[デバイス 
マネージャを開く]をク IJ ックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. デバイスマネージャより、[ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 
PRO /1000 PL Network Connection ] のプ□パティを開く。 

3. [詳細設定]タグを選び、[受信側スクー IJ ング]をスフ I こ変更し、 

[ OK ] をクリックする。 

4. システ厶を再起動する。 

(上で完了です。 
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■ グラフィックスアクセラレータドライバ 


標準装備のグラフ ィ ックスアクセラレータドライバは、出荷時(こインス!-ールされています。 


■ SCSI コント□ーラ( N 81 03-75/95/107) を使用する揚合 


システ厶(こ SCSI コント□ーラ( N 81 03-75/95/107) を使用する場合、 OS のプラグアンドプレイ磯能 
び動作し、ドライバび自動でインス!-ールされます。特に作業は必要ありません。 


■ Fibre Channel コント□ーラ( N 81 90-1 27/1 31) を追加接続する揚台 


システ厶(こ Fibre Channel コント□ーラ( N 81 90-1 27/1 31) を追加接続する場合、 OS のプラグアンド。 
プレイ機能び動作し、ドライバび自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 


障害処理のためのセツトアツつ 


障害び起きたとき、より早く、確実(こ障害から復旧できるよう(こ、あらかじめ次のようなセットアップ 
をしておいてくださし、。 


■ ダンプ（デバッグ情報）の設定 


本体ののメモ IJ ダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 




重要 


メモ IJ ダンプのを意 

• メモ IJ ダンプの採取は保すサービス会社の保す員び行います。お客様はメモ 
I J ダンプの設定のみを行つてくださし、。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモ IJ ダンプを保をするためじ再起動す 
ると、起動時(こ仮想メモ IJ び不足していることを示すメッセージび表示され 
る場合びありますび、そのまま起動してください。起動し直すと、メモ IJ ダ 
ンプを正し< 保をできない場合びあります。 


次の手順 I こ従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システ厶]をク IJ ックする。 

[システ厶]ダイア□グボックスび表示されます。 

2. [システ厶の詳細設定]をク IJ ックする。 

[システ厶のプ□パティ]ダイア□グボックスび表示されます。 



みスウ 


形 デバイスマネ-ジで(邮 
形 リモ-卜の記ち(扭 




システムの i 封田設 冠ぶ 


n ンむ一如)を本的むち册 

Windows Edition - 

Windows Server© Standa 
Copyright © 2007 Microsi 
Service Pack 1 
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[起動と回復]ボックスの[設定]をク IJ ックする。 


システムのブ□"テイ 


エゼュ-ウを II A -ドウ I ア I 註編をミ I リモ-卜 I 

Administrator とに□ヴ寸ンしない場合は、これらのほとんどの変恩よできません。 

「バ7オーマ:Vス- 

視覚如ま、ブ化州のがジュ-ル、奸リ博みわよリお想がリ 


に;;語運措! Z ::;]| 


「ユーザー プ07アイル- 

□ヴ寸 M こ関連したデスウトゥブ訪走 


設定旧...」 


担旣と回语- 

システムお旣、システム障苦、もよりデバック If ま卽 


巧巧変效 (N). 


0K I 声柏ホル」 適吊(が 



ダンプファイルのテキストボックス I こデバッグ情報を書き込を場所を入力する。 

く D ドライブ(こ 「 MEMORY . DMP 」 というファイル名で書き込を場合> 

D:¥MEMORY.DMP 
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較 


重要 


Windows Server 2008 64-bit (x64) Edition の揚合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモ U ダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモ IJ ヴイブび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
IJ ダンプ]を指定することはできません（メニュー I こ表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモ IJ ダンプ]を指定してくださし、。 

• 本装置 I こ搭載しているメモ IJ ヴイブ +300 MB 上の空含容量のあるド 
ライブを指定してくださし、。 

• メモ IJ 増設 I こより搭載メモ IJ ヴイブび 2 GB を超える場合は、メモ IJ 増 
設前 I こデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモ IJ ダンス I こ変更して 
ください。また、メモ IJ 増設 I こより採取されるデバッグ情報(メモ IJ ダ 
ンプ)のサイブび変わります。デバッグ情報(メモ IJ ダンプ)の書き込み先 
ドライブの空き容量を確 i 忍してくださし、。 

Windows Server 2008 32-bit (x86) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモ IJ ダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモ IJ ヴイブび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
IJ ダンプ]を指定することはできません（メニュー(こ表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモ IJ ダンプ]を指定してくださし、。 

• 本装置 I こ搭載しているメモ IJ サイブ +300 MB 上（メモ IJ サイブび 2 GB 
を超える場合は、 2048 MB +300 MB 上）の空き容量のあるドライブを 
指定して < ださし、。 

• メモリ増設(こより搭載メモ IJ ヴイブび 2 GB を超える場合は、メモ IJ 増 
設前(こデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモ IJ ダンス I こ変更して 
ください。また、メモ IJ 増設 I こより採取されるデバッグ情報(メモ IJ ダ 
ンプ)のサイブび変わります。デバッグ情報(メモ IJ ダンプ)の書き込み巧 
ドライブの空き容量を確 i 忍してくださし、。 


5. [パフスーマンス]ボックスの[設定]をク IJ ックする。 
[パフスーマンスオプション]ウインドウび表示されます。 
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[パフスーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをク IJ ックする。 



[仮想メモ IJ ] ボックスの[変更]をク IJ ックする。 
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8. [すべてのドライブのページングファイルのヴイブを自動的(こ管理する]のチてックボックス 
のチェックをはずし、[カスタ厶ヴイブ] I こチェックをする。 



9. [各ドライブのページングファイルのヴイブ]ボックスの[初期ヴイブ]を[すべてのドライ 
ブの総ページングファイルヴイブ]ボックス I こ記載されている推奨値ソ上 I こ、[最大ヴイブ]を 
[初期ヴイブ]じ(上に変更し、[設定]をク IJ ックする。 
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較 


重要 


• 上記ページングファイルヴイブはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨ヴイブです。ブートボ IJ ュー厶じは、ダンプファイルを格 
納するのじ十分な大きさの初期ヴイブを持つページングファイルび必 
要です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモ IJ 不足(こより 
正確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システ厶全体で十 
分なページングファイルヴイブを設定してくださし、。 

• 「推奨値」は搭載メモ IJ ヴイブ X 1.5 倍のヴイブとなります 。 Windows 
Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition では 1 つのパーティション(こ設定で 
きるページングファイルヴイブび最大で 4095 MB となりますので、搭 
載メモリヴイブ X 1 .5 倍のサイブび 4095 MB を超える場合は、 4095 MB 
で設定して < ださし、。 

• メモリを増設した際は、メモ IJ ヴイブ(こ合わせてページングファイルを 
再設定して < ださし、。 


10. [ OK ] をク IJ ックする。 

設定の変更の容Iこよってはシステ厶を再起動するようメッセージび表示されます。 
メッセージIこ従つて再起動してくださし、。 


■ ユープーモードプ□セスダンプの取得方法 


ユーヴーモードプ□セスダンプは、アプ IJ ケーシヨンエラー発生時の情報を記録したファイルです。 

アプ IJ クー シヨ ン エラーび 発生した際は、 エラーび 発生した旨を伝える ポッ プア ッ プを終了させず 
(こ、下の方法Iこて ユー ヴー モー ドプ □セス ダンプを取得してくださし、。 

1. タスクバー上の空いている場所をちク IJ ックして[タスクマネージャ]をク IJ ックするか、 
< Ctrl > + < Shift > + < Esc > キーを押下して[タスクマネージャ]を起動する。 


2. [プ□セス]タブをク IJ ックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちク IJ ックし、[ダンプファイルの作成]をク IJ ックする。 

4. 次のフスルダ(こダンプファイルび作成されます。 


C :¥ Users ¥ (ユーヴー名 ) ¥AppDa ね ¥ Local¥Temp 


ヒント 


上記のフスルダは隠し属性となっている場合びあります。フスルダび表示されなし、 
揚合は、ェクスプ□ーラの[ツール]から[フスルタ''オプション]を選択し、[表示]夕 
ブから[すべてのファイルとフスルダを表示する]Iこチェックをしてくださし、。 


ユーヴーモードプ□セスダンプび作成されたら、上記4.のフスルダより取得してくださし、。 


ユーヴーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、ソ下の Microsoft なのヴポート技術情報を 
参照して < ださし、。 


「Windows Server 2008で ユーヴーモー ドプ□セスダンプを取得する方法」 
http :// support . microsoft . com / kb /949180 /ia 


ヒン 


Windows Server 2008では、ワトソン博±は陋題のレポートと解決策]Iこ変更 
されており、従来のワトソン博±(こよるクラッシュダンプファイルを取得するこ 
とびできません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記の方法 
で取得できます。 
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■ネツトワークモニタのインス!-ール 


ネットワークモニタを使用すること(こより、ネットワーク障害の調査や巧処 I こお立てることびでき 
ます。 


♦ネットワークモニタのセツトアップ手順 



Windows Server 2008 I こは、ネットワークモニタび含まれておりません。 
Windows Server 2008 (こおいてネットワークトレースを採取するため(こは、 
Microsoft なより提供されております Microsoft Network Monitor ^ 

セツトアップする必要びあります。 


1. Microsoft なの Web サイトよりネットワークモニタをダウン□ー ドします。 
Information about Network Monitor 3 
http://support.microsoft.com/kb/933741/en-us 

2. ダウン□ー ドしたフアイルを実行して、インス I -ーラを起動します。 

その後、画面の指示 I こ従ってインス!-ールを実施します。 


ヒント 


[セキュ I J ティの警告]ポップアップび表示された場合は、廣行]ボタンをク I J ッ 
クしてくださし、。 

セットアップ形式を選択する画面では、に omplete] を選択してくださし、。 


3. 上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 



ネットワークモニタを削除する場合は、[プ□グラ厶と機能]から行います。 


• ネットワークとレースの 採取手順 


1. スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動します。 

2. [Start Page] から、に reate a new capture tab... ] もしくは [File] メニューの [New] を展開 
し、 [Capture...] をク U ックします。 

新た I こネットワークトレース採取用のタブび作成されます。 

3. [Select Networks] ウィンドウで採取巧象のネットワークを選択します。 


4. [Capture] メニュー上の [S ねけ] をク U ックしてネットワークトレースの採取を開始します。 

5. [Capture] メニュー上の [Stop] をク U ックしてネットワークトレースの採取を終了します。 


6. [File] メニューの [SaveAs...] を選択します。 

[名前を付けて保を]ウインドウび表示されますので、 [Frame selection] 巧の [All captured 
frames] を選択後、適切なフスルタ''、ファイル名を指定します。 


—卜 

も' 


既定では、下のフスルダび指定されています。 

C:¥Users¥<User name>¥Documents¥Network Monitor 3¥Captures 


[保韵をク U ックします。 

6. で指定したフスルダ(こファイルび作成されます。 
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システ厶情報のバックアッつ 


システ厶情報のバックアップをする場合は、装置Iこ添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD からユーヴーブ 
ガイドの「システ厶情報のバックアップ」を参照しバックアップをとってくださし、。 


6再セットアップ 


Windows Server 2008のセットアップをする揚 S ま、 NEC 8 番街 ( http :// nec 8. com ) から 「 Express 5800 
Windows Server 2008ヴポートキット」を参照してくださし、。 

ダウン□ー ドページから 「Windows Server 2008巧麻差分モジュール」をダウン□ー ドし、「インス!-一 
J レ補足説明書」を参照の上、インス!-ールを行って<ださし、。 


7トラブルシューティング 


Express 5800シ U —ブび思うようIこ動作しない場合は、修理Iこ出す前に次のチェック U ストの巧容(こ 
従って Express 5800シ U —ブをチェックしてください。 U スト(こある症が(こ当てはまる項目びあるとき 
は、その後の確認、処理Iこしたびってくださし、。 

それでち正常Iこ動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面(こ表示されたメッセージを記録してから、 
保苛サービスをなじ連絡してください。なお、ここIこ上げている症がは Windows Server 2008 (こて新 
た(こ発生するトラブルシューティングです。その他の症が(こつきましては、お手持ちのユーヴーブガイ 
ドを参照して < ださし、。 


© Windows Server 2008のインス!-ールを巧うと、下のようなシステ厶イベント□グび 
登録される場合びある。 


イベント ID 


134 


ソース 

種類 

説明 


Microsoft - Windows - fime-Service 

替夕 H- 

言口 

' time . windows . com ,0 x 9' での DNS 解決エラーのため 、 NtpCIient で 
タイ厶ソースとして使5手動ピアを設定できませんでした。 

15分後(こ再試行し、それ降は再試行間隔を2倍(こします。 
エラー ： Hole inconnu . (0 x 80072 AF 9) 


イベント ID 


263 


ソース 

種類 

説明 


PlugPlayManager 

替夕 H- 

言口 

サービス ' ShellHWDetection ' は停止する前(こ、デバイスイベント 
通知の登録解除を行つていない可能性びあります。 


イベント ID 


7000 


ソース 

種類 

説明 


Service Control Manager 
ェラー 

Parallel port driver サービスを、次のエラーび原因で開始できませんでし 
た： I 指定されたサービスは無効であるか、または有効なデバイスび関連 
イ寸けられていないため、開始できません。 


イベント ID 


15016 


ソース 

種類 

説明 


Microsoft - Windows-HttpEvent 

エラー 

サーバー側11!証用のセキュ IJ ティパッケージ Kerberos を初期化 
できません。データフィールドIこはエラー番号び格納されています。 


ー システ厶運用上、問題ありません。 
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© Windows Server 2008 のインス!-ールを巧うと、じ(下のようなアプ U クーシヨンイベント 
□ グび登録される場合びある。 

イベント ID : 63 

ソース ： Microsoft-Windows-WMI 

種類 ：警告 

説明 ：プ□バイダ Ncs2 は Loca に ystem アカウントを使うため(こ 

Windows Management Instrumentation 名前空間 Roo 样 lntelNCS2 ( こ 
登録されました。このアカウント I こは特権びあり、プ□バイダび 
ユーヴー要求を正しく億装しない場合はセキュ IJ ティ違反び起こる 
可能性びあります。 


プ□バイダ IntelEthernetDiag は Loca に ystem アカウントを使うため 
(こ Windows Management Instrumentation 名前空間 Root¥CIMv2 ( こ 
登録されました。このアカウント I こは特権びあり、プ□バイダび 
ユーヴー要求を正しく億装しない場合はセキュ IJ ティ違反び起こる 
可能性びあります。 


プ□バイダ WmiPerfClass は Loca に ystem アカウントを使うため(こ 
Windows Management Instrumentation 名刖空間 roo 样 cimv2 (こ登録 
されました。このアカウント(こは特権びあり、プ□バイダびユーヴー 
要求を正し<億装しない場合はセキュ IJ ティ違反び起こる可能性び 
あります。 


-システ厶運用上、問題ありません。 


© システ厶起動時 I こ、システ厶イベント□グ I こ次のような巧容のエラー、および警告び記録 
される場合びある。 


イベント ID 


11 


ソース 

種類 

説明 


iANSMinipo け 

塾化 

言口 

次のアダプタ IJ ンクは接続されていません。 
IntelfR ) 〜 


イベント ID 


13 


ソース 

種類 

説明 


iANSMinipo け 

敬化 

言口 


Intel(R) 〜びチー厶で無効化されました。 


イベント ID 


16 


ソース 

種類 

説明 


iANSMinipo け 
なし 

[チー厶名]、最後のアダプタは IJ ンクを失いました。ネットワークの 
接続び失われました。 


ーネットワークアダプタでチー厶を設定をした場合、システ厶起動時 I こ上記の 
イベント□グび記録されますび、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 
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© Windows Server 2008 のインス!-ールを巧うと、次のイベントびシステ厶イベント□グ(こ 
記録される場合びあります。 

イベント ID :10 

ソース ： VDS 動的なプ□バイダ 

説明 ：ドライバからの通知を格納するび、プ□バイダ I こ失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要びあります 。 hr = 80042505 

-詳細 I こついては次の Mi ぴ osoft なの Web サイトを参照くださし、。 
http :// support . microsoft . com / kb /948275 /ia 
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